
老年的超越を理解することの意義
老年的超越は、看護職や介護職も含め超高齢者を介護する人にとっても重要です。老年的超越を理

解することにより、介護される超高齢者をよりポジティブに捉え、介護のストレスを低減できるとさ
れています。健康、社会的交流、経済状況など、中年期まで重視していた視点を変えることで、超高
齢化社会にしなやかに対応できるのかもしれません。
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第１に年齢があります。SONIC研究の結果からは、男女ともに70歳から79歳にかけて老年的超越が
高まり、80歳代・90歳代で高止まりすることがわかりました6）。この結果は老年的超越が幸福感を高
める重要な要因であることがわかります。

第２に性別があります。老年的超越は一貫して男性よりも女性の方が高く、老年的超越が持つ、他
者への思いやりや感謝の気持ちといった特
に女性で高いと思われる要素によるのかも
しれません。

一方、老年的超越の変化には、「介護経
験」が関係していることもわかっています。
70歳の高齢者を対象にした調査では、介護
や介護の手伝いを経験した人の方がその後
の６年間でより老年的超越が高まることが
示されています。介護を通じた人生経験の
困難や他者への理解が、老年的超越の発達
を促進していると考えられます（図８）。
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　日本の高齢化は急速に進んで
います。前の東京オリンピック
があった60年前と比べると、平
均寿命は女性で８年、男性では
13年も伸びています（図１）。特
に100歳以上の「百寿者」は2024

超える日も近づいています。「人
生100年時代」という言葉をよく
耳にするようになりましたが、
特別な話ではなく、誰もが長寿
を経験する時代となっています。88歳の米寿、99歳の白寿、さらには100歳の百寿を目前とする長寿
社会で、私たちの心身にどのような変化が生じるのでしょうか。また、長い高齢期をどのように生き
ていけば幸せになれるのでしょうか。
　そこで当研究所では、大阪大学や慶應義塾大学と共同で、「SONIC研究」を行っています。これは、
70歳、80歳、90歳 の 人 々 を10年 以 上 に 渡 り そ の 変 化 を 追 っ て 行 く「追 跡 研 究」で、正 式 名 称

「Septuagenarians, Octogenarians, Nonagenarians Investigation with Centenarians Study」の頭文字を
取っています1）。図２はこれまでのSONIC研究の歩みを示したものです。2010年から2024年までに総
勢3345人の70代から90代の方にご参加いただき、中にはすでに100歳を超えた方もいます。
　SONIC研究では健康長寿や幸せな高齢期を送るための要因を多角的に検討しています。ここでは、

「心理」の面での研究成果をお伝えします。
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　「ピンピンコロリ（PPK）で死にたい」「寝た
きりで家族に迷惑をかけたくない」と考える
人は多くいますが、百寿者はどのように感
じているのでしょうか。
　應義塾大学と共同で行った百寿者調査の
結果2）からは、百寿者で身辺自立が可能な人
は18％で、その他82％は何らかの介護を必
要としていることがわかりました。しかし、
健康状態を自己評価してもらうと、65％が
「よい」と答えました。つまり、身体機能が
低下していても、多くの百寿者は自分の健
康状態を肯定的に評価しているのです。

　この傾向は若年層と比べるとより明確で
す。図３の上のグラフは年齢別の幸福感
（PGCモラールスケール）の高さを示してお
り、中でも自立度がほぼ要介護状態である
人を抜き出したものを下のグラフに示して
います。この図から、自立度の低下した前
期高齢者（65 ～ 74歳）より同じ状態の超高
齢者（85歳以上）の方が幸福感は高いことが
わかりました。

高齢期の幸福感（精神的健康）には老年的超越が重要
　このように自立度が低下しても幸福感を高く維持できる背景には、心理特性である「老年的超
越」が関係しています3）。これは、高齢になると発達してくる「価値観の変化」を指し、社会常識
や自分に対する意識、つながりに対する感覚が変わるとされています（図４）。日本では、老年
的超越を８つの観点から測定する調査票も作成されています（図５）4）。

超高齢者は体の機能が落ちても幸福感が高い
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心の考え方が弱くなる。

●周囲への感謝のこころ
が増す。
●思いやりが増し、利他
的になる。

社会常識の変化

●お金や社会的役割、
人付き合いに対する
これまでの考え方が
変化。
●少なくても、濃密な
関係性。
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　老年的超越は高齢者の幸福感や精
神的健康（メンタルヘルス）と強く関
係することが知られています。70歳
代、80歳代の高齢者を対象とした調
査では、老年的超越は、自立度や経
済状況、他者との交流よりも、３年
後の精神的健康に強い影響もたらす
ことが示されました5）。
　さらに、自立度が低下した85歳以
上の超高齢者において、幸福感の高
い人と低い人を比べると、幸福感の
高い人は「ひとりでいることを楽し
む」「見栄を張らない」「ありのまま・
がんばらない」といった老年的超越の
特性が高いことがわかりました（図
6）。

老年的超越を高める要因
　幸福感を高めるとされ
る老年的超越は、どのよ
うな条件で高まるのか見
てみましょう（図７）。
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因子名
「ありがたさ」
「おかげ」の認識 前の世代とのつながりの認識の変化他者により支えられていることを認識し、

他者への感謝の念が強まる。1.

内向性 社会的関係の意味と重要性の変化ひとりでいることのよい面を認識する。
孤独感を感じにくい、肯定的態度でいられる。2.

二元論からの脱却 経験に基づいた知恵の獲得善悪、生死、現在過去という対立的な
概念の境界があいまいになる。3.

宗教的・
スピリチュアルな態度

生と死
生における神秘性

神仏の存在や死後の世界など宗教的または
スピリチュアルな内容を認識する。4.

社会的自己からの
脱却 自己中心性の低下見栄や自己主張、自己のこだわりなど

社会に向けての自己主張が低下する。5.

基本的で生得的な
肯定感 自我統合の発達肯定的な自己評価やポジティブな感情を持つ。

生得的な欲求を肯定する。6.

利他性 自己に対するこだわりの低下自分中心から他者を大切にするようになる。7.

無為自然 オリジナルな内容「考えない」、「無理しない」といった
あるがままの状態を受け入れるようになる。8.
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